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メディカル委員会構成

いびがわマラソンでは、皆さんに「より安全・より安心」にマラソンを楽しんでいただけるよう、医療機
関・警察・消防・その他関係機関の代表による「メディカル委員会」を3年前より結成し、それぞれの専門
的意見を救護医療体制に反映させ充実を図っています。

緊急時の対策について
ア）突発的な災害や緊急時のための『緊急避難施設』を４カ所設定。
　　　公正公民館（8.6㌔地点）、久瀬振興事務所（14㌔地点）
　　　藤橋振興事務所（21㌔地点）、久瀬公民館（29㌔地点）　　※詳細はP６-７『コースマップ』をご覧ください。
イ）ドクターヘリの活用を視野に入れ、ランデブーポイント（着陸候補地）を６カ所設定。

気温

ご注意ください

　・
　　
　・

もし、いびがわマラソンのレース中に目の前で人が倒れたら…
医療体制を充実させています。

〈13 色・８サイズ〉
大会当日も、事務局ブースで受付します。

メディカル委員会からのおしらせ
～救護医療体制の充実、緊急時の対応のために、

委員会を結成して挑む４年目～
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※まわりのランナー、ボランティア、
　救護スタッフを呼んで、助けを求めてください。

⇒助けを求められた人は、それぞれ
　　①119番通報してください
　　②ＡＥＤを取り寄せてください

ＡＥＤ到着

救急車到着
救急搬送



メディカルチェックリスト
～スタート前に、メディカルチェックをして、

安心してレースに参加しよう！～

メディカル
チェック

安全にレースをはこぶために、レースの当日の体調をスタート前にチェックしましょう。
下記項目（１～８）の中で、１つでもあてはまらない項目があれば、レース参加を中止するか、
慎重にレースに臨んでください。

□ １．体温は平熱である、熱感はない。

□ ２．疲労感は残っていない。

□ ３．昨夜の睡眠は充分にとれた。

□ ４．レース前の食事や水分をきちんと摂れた。

□ ５．かぜ症状（微熱、腹痛、のどの痛み、咳、鼻水）はない。

□ ６．胸や背中の不快感や痛みはない。

□ ７．腹痛、下痢はない。吐き気もない。

□ ８．レース運びの見通しが立っている。

【日本陸連医事委員会より】

レース中の注意事項
◆レース中は水分補給を心がけましょう。
◆体調に異状を感じたら、早めにレースをやめる勇気をもちましょう。
◆ラストスパートは急激に心臓に負担がかかる危険な走り方ですので
　余裕をもってフィニッシュしましょう。

緊急時対応のため必ず提出してください
命を守る『安心カード（兼 誓約書）』
いびがわマラソンでは、受付の際、緊急時対策のための『安心カード』を全ランナーの皆さんに提出していただいています。
これは、緊急時に連絡先や既往症、同伴者、マラソン歴などをナンバーカードから瞬時に検索し、対応するためものです。
『安心カード』が未提出のまま出走されると、緊急時の対応が遅れますので、万一に備え必ず『安心カード』を提出しましょう！

服装はその日の天候に合わせましょう
【過去の気象状況(気温、湿度、風はスタート時)】

2014　天気:雨　気温:15.9℃　湿度: 91％　風:東南東0.9m
2013　天気:雨　気温:12.5℃　湿度:100％　風:静穏0.0m
2012　天気:雨　気温:12.0℃　湿度: 66％　風:北北東0.8m
2011　天気:晴　気温:15.5℃　湿度: 71％　風:南東1.4m
2010　天気:晴　気温:14.5℃　湿度: 67％　風:東1m

2015　天気:雨　気温:14.6℃　湿度: 94％　風:西北西1.1m

楽しく安全に、走るために、
①時間関門を通過できなかった場合や救護所でリタイア勧告を受けた場合は、
無理をせずレースを中断してください。

②危急車輌（救急車等）がコース内を通行する場合がありますが、AED隊やAED係の
指示に従い、速やかに危急車輌が通行できるようにご協力ください。
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救護体制 いびがわマラソン 2016 の救護医療体制
～昨年、AED救命講習受講ランナー、救護スタッフの懸命な

救護処置により、1名の尊い命が救われました！～

救護所
医師や看護師が常駐し、けがや病気の対応をします。
コース上でけがをしたり、具合が悪くなったりした
場合は各救護所から救護車両が迎えにいきます。

自転車ＡＥＤ隊
医師や救命士、看護師などが、ＡＥＤや救護物品を
持って、自転車で、コースをエリアごとに、巡回します。

医師

定点ＡＥＤ係
約60名の救急救命士専門学生や医学生・看護学生が、
1kmごとのポイントに、ＡＥＤや応急手当の器具を
持って備えます。

ＡＥＤを誰でもわかる場所に
フルのキロポイントすべてに設置!

自転車で巡回するＡＥＤ隊が約40名!

メディカルランナー
日医ジョガーズ、一宮医師会をはじめ、
医師、看護師、救命士などが一緒に走りながら、
ランナーをサポートします。それぞれ異なる
ペースで走りランナーを見守ります。

医師ランナー約70名に
看護師救命士も

スタート、ゴール、コースに計9ヵ所!

いびがわマラソンの救護医療は、救命処置を重視した体制で運用し、競技中の傷病については応急
処置のみ行います。重症者に確実に対応するため、救護所においてテーピング、湿布、コールドス
プレーの処置は行いませんので、必要な方は各自ご準備いただきますよう、お願いします。

ランナー同士でも見守り、
助け合って、
皆さんの力で

より安全な大会に！

看護師、医師、救命士の方、
あなたも
メディカルサポートランナーに!
看護師の方などは、総合案内でお申し出いただきますと
ステッカーをお渡ししますので、背中側ナンバーカード
に貼って走ってください！
ぜひ、あなたの力を貸してください！

約600名のボランティアに
AED救命講習を受講していただきました
AED救命講習受講済ボランティア
いびがわマラソンを支える、給水、コース、交通など
さまざまなボランティアの多くの方にも、AED救命講
習を受講していただきました。

大会前日、
一般ランナーの方にも、
AED救命講習会を開催しています!
昨年より大会前日には、一般ランナーの方を対象に
したAED救命講習会を開催しています。今年参加でき
なくても、ぜひ来年ご検討ください！

今年の
でAED講習を受講された
ハートサポートランナーの方も
総合案内でお申し出いただければ
サポートランナーのステッカーを
お渡しします。

　いびがわマラソンでは、メディカル委員会の専門的意見から救護医療体制を毎年強化しつづけ、常に、より安全・安
心な大会をめざしています。
　また、一般ボランティアやランナー向けの AED救急救命講習会も実施し、『みんなで見守り、みんなで助け合う』体
制づくりに力を注ぎ、昨年も AED救命講習受講ランナー、救護スタッフの懸命な救護処置により 1名の尊い命が、救
われました。
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医師


